
熊本市
市勢要覧

ひらがなの「く」の字を図案化したもの
で、市民の調和を基とし、たくましく発
展する熊本市の姿を太い円で示した
ものです。
（昭和44年（1969年）8月1日制定）

霊峰阿蘇を遥かに望み　水白川の流れに沿いて

天下に名だたる古城の都　われらの都　大熊本市

常磐の緑いらかを包み　森の都と世に謳われて

文運さかゆる平和の都　われらの都　大熊本市

商工立市の営みしげく　いま新興の光に満ちて

生気ぞあふるる文化の都　われらの都　大熊本市

輝く進取の旗ひるがえし　西日本の最中に立ちて

いざいざ築かむ理想の都　われらの都　大熊本市

熊本
市章

熊本市民には熊本城が銀杏城といわ
れているようになじみ深く、強健で樹
齢が長く、市街地の街路に多く植栽さ
れ、独特な尖円錐形の樹形をつくり春
の緑陰、秋の黄葉とその美しさでよく
知られている。
（昭和49年（1974年）10月9日制定）

市の木
イチョウ
（イチョウ科）

江戸時代から細川藩の庇護を受け、藩
士をはじめ寺社地の豪族等の愛好家に
よって広められ改良を重ねて、清雅枯
淡の味わいある銘花となったといわれ
ている。肥後椿の特色は薄色の花弁が
主流でよく整った一重咲きで、中心に
金糸銀糸のような色鮮やかな太い雄し
べが梅芯のように盛りあがるところに
ある。（昭和49年（1974年）10月9日制定）

市の花
肥後椿
（ツバキ科）

全長約１４.5㎝で、美しい澄んだ声で
さえずり、多量の害虫を食べ、緑を守
る益鳥として市民に親しまれている。
金峰山や立田山、託麻三山など森に
多く生息し白い胸に黒ネクタイ状の
帯が目立つ可愛い姿で、四季を通じ
て観察される。
（昭和59年（1984年）5月22日制定）

市の鳥
シジュウカラ

作詞／東岡 正治　作曲／鳥飼 哲夫　編曲／坂本英二
（昭和5年（1930年）3月制定）
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〈熊本市自治基本条例〉
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個性豊かで活力に満ちた熊本市をみんな
で築いていくために、熊本市自治基本条
例を平成22年（2010年）4月に施行し
ました。
この条例では、自治の基本理念、市民・
市議会・行政の役割及び自治を推進する
ための基本的な事項を規定しています。
熊本市は、この条例に基づいて「自分た
ちのまちは自分たちで創る」という考え
方を基本に置いた、情報共有、参画、協
働によるまちづくりを進めています。

※本書では、数値の単位未満は四捨五入を原則としたので、総数と内容の合計とは必ずしも一致しない場合がある。
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旧城南町

旧植木町

発刊にあたって

　熊本市は、熊本城に代表される歴史・文化、そし
て、清らかな地下水や「森の都」と称される豊かな
緑を誇る九州中央の拠点都市です。
　明治22年の誕生以来、130年を超える歴史の中
で幾多の合併を経験するとともに、先人たちが築い
てきた数多くの財産を受け継ぎ、74万都市が築き
上げられてきました。
　本市は、昨年4月に政令指定都市移行から10年の
節目を迎えました。振り返りますと、平成28年熊本
地震や新型コロナウイルス感染症など、私たち行政
において大変厳しい対応を迫られた10年でした。

　しかしながら、これらの経験を通して、改めて人と人との絆や地域のつながりの
重要性を認識するとともに、国内外からの温かいご支援と市民の皆様の懸命なご努
力により、復旧・復興、市民生活の再建への歩みを着実に進めてまいりました。
　そして、昨年は、「第4回アジア・太平洋水サミット」や「第38回全国都市緑化
くまもとフェア（くまもと花博）」など、熊本の未来に繋がるイベントを開催し、
力強く復興している熊本の姿を広く発信することができました。
　ご承知のとおり、新型コロナウイルス感染症が確認されて3年以上が経過し、5
月からは感染症法上の位置付けが「5類感染症」へ移行されるなど、ウィズコロナ
社会も新たな局面を迎えております。
　本市では、引き続き、目指すまちの姿であります「誰もが憧れる上質な生活都市
くまもと」の実現に向け、新たに「こども局」を創設し、子どもを核としたまちづ
くりを進めるほか、交通渋滞対策やＤＸの推進、そして、ＴＳＭＣの熊本進出に向
けた環境整備など、未来に向けた取組を積極的に進めてまいります。
　この「熊本市　市勢要覧2023」が皆様方に本市の取組をご理解いただく一助と
なれば大変幸いに存じます。

令和5年（2023年）8月　　熊本市長　大西　一史

令和4年4月　シェアサイクル実証実験事業開始 令和4年10月　熊本市防災基本条例施行

名誉市民 ※旧城南町及び植木町の名誉町民は、熊本市の名誉市民として継承されていきます。

徳富 蘇峰氏
　　　　（本名：猪一郎）
昭和30年（1955年）
1月1日顕彰

明治―昭和期の新聞人・歴史家。熊
本洋学校・同志社に学び上京、帰郷し
て自由民権運動に参加し、大江義塾
を開設。明治20年（1887年）民友社を
設立し、「国民之友」を発行。明治23
年（1890年）「国民新聞」を発行。「近
世日本国民史」100巻を完結。生涯
300冊の著作を残した。
文久3年1月25日（1863年3月14日）生まれ、
昭和32年（1957年）11月2日逝去、94歳。

高橋 守雄氏
昭和30年（1955年）
1月1日顕彰

第7代熊本市長として、歩兵第23連
隊の移転・市電・上水道の開設の三
大事業を完遂、市の近代化、発展繁
栄に尽くした。また、教育者として東
洋語学専門学校校長、熊本商科大
学長を歴任、郷土教育の振興育成
に努力した。
明治16年（1883年）1月1日生まれ、
昭和32年（1957年）5月6日逝去、74歳。

細川 護立氏
昭和35年（1960年）
4月1日顕彰

旧肥後藩主細川家16代当主。有斐
学舎舎長、肥後奨学会設立、多額の
奨学金を出資して本県出身者の育
成援護に尽くした。国の文化財保護
委員会委員として、本市の重要文化
財、史跡、名勝等の保存活用に貢献
した。
明治16年（1883年）10月21日生まれ、
昭和45年（1970年）11月18日逝去、87歳。

福田 令寿氏
昭和35年（1960年）
4月1日顕彰

医師、教育者、社会事業家。熊本英学校
で海老名弾正らに学び受洗。エジンバラ
大医学部卒。産婦人科病院開業の傍ら無
料診療所紫苑会治療所を創立。県医師
会長、公選の県教育委員長、大江高校校
長、県社会福祉協議会会長、熊本YMCA
理事長、県原水禁理事長など歴任。キリス
ト教信仰に基づく生涯を貫いた。
明治5年（1872年）12月7日生まれ、
昭和48年（1973年）8月7日逝去、100歳。

堅山 南風氏
　　　（本名：熊次）
昭和44年（1969年）
10月1日顕彰

日本画家。明治42年（1909年）、22歳のとき
上京。大正２年（1913年）第7回文展に「霜
月頃」が初入賞。その後、横山大観に師事し
た。昭和13年（1938年）、文展審査員。戦後
は文化勲章受章など日本画壇の重鎮とな
る。代表作に日光輪王寺薬師堂天井画「鳴
竜図」、熊本市民会館綴帳「火の国讃舞」な
どがある。
明治20年（1887年）９月12日生まれ、
昭和55年（1980年）12月30日逝去、93歳。

後藤 是山氏
　　　　（本名・祐太郎）
昭和54年（1979年）
10月1日顕彰

新聞人、俳人。九州日日新聞社入社
後、国民新聞社に留学、徳富蘇峰の
薫陶を受けた。帰熊後九州日日新聞
社の主筆、編集長として熊本の文化
振興に貢献。昭和2年（1927年）、俳
誌「かはがらし」（のち「東火」）を創
刊主宰した。著書に「肥後の勤皇」、
編書に「肥後国誌」がある。
明治19年（1886年）6月8日生まれ、
昭和61年（1986年）6月4日逝去、99歳。

中村 汀女氏
　　（本名：破魔子）
昭和54年（1979年）
10月1日顕彰

高浜虚子の門下生で、現代女流俳
句の第一人者。常にふるさとを愛す
る心を底流にした“汀女俳句”は、句
にふれる人々に、郷土愛を喚起さ
せ、郷土の文化振興に貢献した。「ホ
トトギス」同人、「風花」を創刊主宰
した。
明治33年（1900年）4月11日生まれ、
昭和63年（1988年）9月20日逝去、88歳。

上塚 周平氏
昭和50年（1975年)
10月17日顕彰

「ブラジル移民の父」と呼ばれ、明治41年
（1908年）に第１回移民船「笠戸丸」の監
督としてブラジルに渡り、ブラジルにおけ
る日系社会の確固たる基盤を築いた。
また、その功績から、ブラジルのサンパ
ウロ州には氏の名前を付けられた道路
や公園、橋があるほか、遺徳を称える記
念碑なども残されている。
明治9年（1876年）7月12日生まれ、
昭和10年（1935年）7月6日逝去、58歳。

上塚 司氏
昭和53年（1978年)
3月23日顕彰

大蔵大臣秘書官、大蔵政務次官、農
商務大臣、商工大臣などの要職を務
め、この間、アマゾン開発に全力を傾
け、ブラジル移民の道を開いた。その
後、日伯中央協会の理事や名誉顧問
を歴任。ブラジル大統領から最高勲
章を授与されるなど、日伯国交樹立等
に対する功績が高く評価されている。
明治23年（1890年）5月1日生まれ、
昭和53年（1978年）10月22日逝去、88歳。

林田 正治氏
昭和53年（1978年)
3月23日顕彰

台湾の台南州内務部長、澎湖庁長、
新竹州知事を務めた後、衆議院議
員、第16代熊本市長を経て参議院
議員となり、北海道開発政務次官、
地方行政委員長等を歴任。その業
績は高く評価されている。
明治25年（1892年）8月3日生まれ、
昭和54年（1979年）12月14日逝去、87歳。

東家 嘉幸氏
平成12年（2000年）
3月22日顕彰

衆議院議員として建設政務次官や
衆議院建設常任委員会委員長など
の要職を歴任。平成3年（1991年）に
は国土庁長官に就任した。この間、
国や熊本県、旧城南町の発展のため
に活躍し、数々の功績を残している。
昭和2年（1927年）10月1日生まれ、
平成18年（2006年）1月26日逝去、78歳。

境 米蔵氏
昭和５1年（1976年)
6月30日顕彰

県議会議員を経て、旧植木町初代
町長（通算４期）。旧町の産業・経済
発展の礎を築いた。開田事業による
農業の構造改革及び企業誘致によ
り地域の発展に貢献した。また、西
南の役田原坂を公園化し、戦跡の保
存・観光振興に努めた。
明治30年（1897年）10月20日生まれ、
昭和53年（1978年）1月2日逝去、80歳。

木村 学氏
昭和58年（1983年)
6月21日顕彰

旧植木町教育長。徹底した住民対
話型の公民館活動により地域社会
の近代化に貢献した。第４代植木町
長として住民福祉の向上に努める一
方、文芸作家として生涯にわたる執
筆活動、郷土史研究により、郷土の
文化振興に貢献した。
明治38年（1905年）1月21日生まれ、
平成6年（1994年）3月21日逝去、89歳。

宇野 哲人氏
昭和44年（1969年）
10月1日顕彰

漢学者。東京大学名誉教授。東方文
化学院院長、実践女子大学学長、東
方学会会長を歴任。清国（中国）に
留学して支那学を、ドイツで西洋哲
学を学んだ。西洋哲学の方法を用い
た中国哲学の叙述は一世を風靡し
た。
明治8年（1875年）11月15日生まれ、
昭和49年（1974年）2月19日逝去、98歳。

安永 蕗子氏
平成21年（2009年）
10月1日顕彰

宮中歌会始詠進歌選者を務めるなど日本
を代表する女流歌人。平成3年（1991年）に
は歌壇の最高賞である迢空賞を受賞。ま
た、書家としても顕著な功績を収める。熊本
県教育委員会委員長、熊本県文化協会会長
などの要職を歴任、本市の教育・文化の発展
に多大な功績。勲四等瑞宝章受章。くまもと
県民文化賞受賞。熊本県近代文化功労者。
大正9年（1920年）2月19日生まれ、
平成24年（2012年）3月17日逝去、92歳。

小林 久雄氏
平成元年（1989年）
9月25日顕彰

熊本県医師会副会長、下益城郡医師会長など
を歴任し、健康保険の普及等に尽力した後、旧
城南町の初代町長に就任。若くから人類学、考
古学に関心があり、生涯をかけて研究された資
料は「小林コレクション」と呼ばれ、約２万点の
遺物が塚原歴史民俗資料館に寄贈されており、
国指定重要文化財の「台付舟形土器」など、一
部は現在も展示されている。
明治28年（1895年）6月4日生まれ、
昭和36年（1961年）8月26日逝去、66歳。
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